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高原の風になる
秋の三瓶高原を駆け抜けて

「
２
０
２
４
三
瓶
高
原
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会
」
が

５
年
ぶ
り
に
現
地
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
関
連
記
事
６
ペ
ー
ジ
）

「
２
０
２
４
三
瓶
高
原
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会
」
が

５
年
ぶ
り
に
現
地
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
関
連
記
事
６
ペ
ー
ジ
）



８：30　車両・資器材点検
いざというときに備えて、朝と夕
方には点検をおこなう

10：00　訓練（救助）
セーラー渡過訓練。他にもさま
ざまな訓練を実施している

11：30　執務
出動時の報告書や救命講習の受
付など、事務仕事も多い

佐
田
さ
ん
の
24
時
間

密
　着
　取
　材

消防士の一日
消防士・救急救命士　佐田 梢
大田消防署　救急救助２係

問消防本部（☎0854‐82‐0650）

　大田市消防本部初の女性消防吏員として、日夜
さまざまな訓練に励む、佐田 梢消防士。　　
　専門学校を卒業し、救急救命士の資格も取得し
ており、救急現場での更なる活躍が期待されます。

大田市消防本部 初の女性消防士！

水槽付消防ポンプ自動車と佐田消防士水槽付消防ポンプ自動車と佐田消防士水槽付消防ポンプ自動車と佐田消防士水槽付消防ポンプ自動車と佐田消防士



―
―
消
防
士
を
目
指
す
人
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願

い
し
ま
す

　
世
の
中
に
は
た
く
さ
ん
の
仕
事
が
あ
り
ま
す
。

選
択
す
る
際
に
迷
っ
た
り
、
不
安
に
な
る
こ
と
が

あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
消
防
士
と
い
う
仕
事
は
、

24
時
間
勤
務
の
た
め
、
災
害
出
動
・
訓
練
・
事
務

作
業
な
ど
体
力
的
・
精
神
的
に
も
辛
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
を
通
じ
て

「
人
を
助
け
る
」こ
と
が
で
き
る
の
が
消
防
士
の
仕

事
で
あ
り
、や
り
が
い
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。「
人

助
け
が
し
た
い
」「
地
域
の
た
め
に
働
き
た
い
」
な

ど
、
漠
然
と
し
た
き
っ
か
け
が
仕
事
を
選
択
す
る

ヒ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。『
日
々
の
仕
事
は
、
う
ま
く

い
か
な
い
…
。』１
０
０

点
満
点
は
な
い
仕
事
で

す
。し
か
し
、ゴ
ー
ル
が

見
え
な
い
か
ら
こ
そ
、

し
ん
ど
い
け
れ
ど
も
充

実
し
て
働
け
る
と
思
い

ま
す
。

　
ぜ
ひ
、熱
い
気
持
ち
を

持
ち
続
け
て
、消
防
士
を

目
指
し
て
く
だ
さ
い
。
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13：00　訓練（救急）
確実・迅速な活動を目指した救
急訓練

14：30　訓練（消防）
火災を想定した訓練を実施して
いる

16：00　緊急出動
平均すると１日４回程度緊急出
動している

18：00　夕食
ここでのコミュニケーションが
チームの力につながる

20：00　トレーニング
過酷な災害現場に備えて、体力
作りに余念がない

22：00　夜間通信
交代で夜間の通信業務をおこな
う。緊急時には出動する

８：30　業務終了
翌日の隊員と交代。24時間の勤
務、お疲れさまでした

―
―
ど
の
よ
う
な
お
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か
？

　
消
防
職
員
が
一
丸
と
な
り
、24
時
間
３
６
５
日
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
生
命
・
身
体
お
よ
び
財
産
を
守

る
た
め
に
、
火
災
や
救
急
な
ど
の
訓
練
に
日
々
励

ん
で
い
ま
す
。

　
現
在
、
私
は
大
田
消
防
署
救
急
救
助
２
係
に
所
属

し
て
お
り
、救
急
備
品
の
点
検
や
資
器
材
の
管
理
、

救
命
講
習
の
受
付
な
ど
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
現
場
活
動
を
想
定
し
た
訓
練
を
お
こ
な

い
、
長
時
間
の
消
火
活
動
や
、
過
酷
な
救
急
救
助

現
場
に
も
耐
え
う
る
体
力
や
忍
耐
力
を
養
っ
て
い

ま
す
。

―
―
細
田
和
彦
大
田
消
防
署
長
か
ら
ひ
と
こ
と

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
「
消
防
は
男
性
の
仕
事
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、
女
性
救
急
隊
員
が
傷

病
者
に
話
し
か
け
る
と
「
女
性
の
方
で
す
か
？
」

と
驚
か
れ
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
女
性

な
ら
で
は
の
柔
ら
か
な
印
象
、
親
し
み
や
す
さ
や

安
心
感
を
届
け
る
こ
と
、
ま
た
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

お
い
て
消
防
の
対
応
力
が
向
上
し
、住
民
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
に
も
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
記
事
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
男
女
問
わ
ず

一
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
に
「
消
防
吏
員
に
な
り

た
い
」と
思
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

P　R　O　F　I　L　E
佐田 梢　さた・こずえ
令和５年４月採用
福岡県生まれ
趣味：ライブ鑑賞
好きな食べ物：パンケーキ
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【認定こども園】

所在地

大田

仁摩

久手

認定こども園
あゆみ保育園

認定こども園
みどり保育園

あけぼのこども園

名称 類型

幼稚園部

保育園部

幼稚園部

保育園部

幼稚園部

保育園部

満３歳

生後57日

満３歳

生後５か月

満３歳

生後57日

8:00～14:00   

7:00～19:30○

8:00～14:00   

7:00～19:30○

8:30～14:30   

7:00～19:30○

受入年齢 開所時間

※　幼稚園部の利用は11月末までに園へ直接申し込んでください。
※　幼稚園部は開所時間以降、預かり保育（有料）を実施しています。
※　保育園部の利用方法は保育園と同じです。

　
来
年
の
４
月
か
ら
、
新
た
に
市

内
の
保
育
園（
所
）、
認
定
こ
ど
も

園
、
お
よ
び
地
域
型
保
育
施
設
を

利
用
す
る
児
童
を
募
集
し
ま
す
。

◇
申
込
書
の
配
布
場
所
・
提
出
場

所▼
市
役
所
子
ど
も
保
育
課

▼
温
泉
津
・
仁
摩
支
所
市
民
生
活

　
課

▼
市
内
認
可
保
育
園（
所
）・
認
定

　
こ
ど
も
園
・
地
域
型
保
育
施
設

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

※
　
こ
の
申
し
込
み
で
入
園
が
決

定
（
予
約
）
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

※
　
年
度
途
中
の
入
園
の
場
合

は
、
保
育
士
の
配
置
状
況
な
ど
に

よ
り
、
希
望
に
添
え
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

※
　
継
続
利
用
の
場
合
、
利
用
中

の
施
設
へ
現
況
届
を
提
出
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
、
各
施
設
を
通
じ

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
利
用
基
準

　
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
児
童
の

保
護
者
の
い
ず
れ
も
が
次
の
事
由

に
該
当
す
る
場
合

▽
１
か
月
に
48
時
間
以
上
自
宅
内

　
外
で
就
労
し
て
い
る
（
家
事
以

　
外
）

▽
妊
娠
・
出
産
、
病
気
や
け
が
な

　
ど
で
保
育
が
で
き
な
い

▽
同
居
の
親
族
を
常
時
介
護
ま
た

　
は
看
護
し
て
い
る

▽
求
職
活
動
中
ま
た
は
就
学
し
て

　
い
る

▽
災
害
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
る

　
な
ど

※
　
認
定
こ
ど
も
園
の
幼
稚
園
部

利
用
の
場
合
は
、
事
由
に
該
当
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
申
込
期
間

11
月
25
日
㈪
〜
12
月
13
日
㈮

問
子
ど
も
保
育
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
４
９
）

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
９
６
）

新
入
園（
所
）児
を
募
集

所在地名称

わんぱ～く保育園

すてっぷ２

ステップ川合

生後３か月～２歳

生後３か月～２歳

生後３か月～２歳

8:00～18:00

7:30～18:30

7:30～18:30

受入年齢 開所時間

大田

大田

川合

【地域型保育施設】

【保育園（所）】

生後57日

生後３か月

生後57日

生後57日

生後７か月

生後57日

生後57日

五十猛

大田

7:30～18:30   

所在地名称

大田保育園

川合保育園

池田保育園

鳥井保育園

水上保育園

温泉津保育所

生後５か月

生後５か月

生後５か月

生後５か月

生後５か月

生後５か月

7:30～19:00○

7:30～18:30   

7:30～18:30   

7:30～18:30   

7:30～18:30   

受入年齢 開所時間

大田

川合

池田

鳥井

水上

温泉津

いそたけ保育園

たから保育園

仁摩保育園

こばと保育園

大森さくら保育園

7:30～19:30○

7:00～19:30○

7:30～19:30○

7:30～19:30○

7:00～19:30○

7:15～19:30○

7:30～18:30   

7:15～19:30○

相愛保育園

久利保育園

長久

仁摩

長久

大森

長久

久利

サンチャイルド
長久さわらび園 生後57日

※　認定種別により、利用可能時間は異なります。
※　開所時間には延長保育時間を含み（○印）、延長保育には別途利用料
が必要です
※　受入年齢と開所時間は令和７年度の予定です。
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　令和７年度に入園する園児を募集します。
▽募集人数
・５歳児　15人　・４歳児　15人　・３歳児　15人
※　応募者が定員を超えた場合は、抽
選により決定します。
▽応募資格
　原則、市内に在住し、送り迎えが可
　能で、次に該当する幼児
・５歳児　平成31年４月２日～令和２年４月１日生
・４歳児　令和２年４月２日～令和３年４月１日生
・３歳児　令和３年４月２日～令和４年４月１日生
※　年度中途に満３歳になる幼児も随時受け付けます

（誕生日の１か月前から受付・面接を実施します）。
▽保育時間　８時30分（登園）～14時30分（降園）
※　降園時間以降、16時30分までの一時預かりも可
能です（１回400円）。
▽保育料　無償
▽受付期間　
　11月25日㈪～12月13日㈮（土日を除く）
▽願書提出先　大田幼稚園
※　願書は大田幼稚園、教育委員会にあります。
※　一時預かり利用料や給食費について、無償や免除
の制度があります。詳しくは、お問い合わせください。
　　　　　　 　問大田幼稚園（☎0854‐82‐1426）
　　　　　　　　 教育委員会 学事・魅力化推進室
　　　　　　　　　　　　 　（☎0854‐83‐8121）

大田幼稚園 園児募集

川
上
隆
常
務
理
事
本
部
長（
右
）よ
り

趣
意
書
と
目
録
が
渡
さ
れ
ま
し
た

地域防災組織育成事業
「女性防火クラブ育成事業」

宝
く
じ
・
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
助
成
事
業

「
い
ざ
と
い
う
時
に
慌
て
な
い
」
た
め
に―

煙
の
怖
さ
を
体
験
で
き
る

「
煙
体
験
資
機
材
」
を
整
備

問危機管理課（☎0854‐83‐8009）

問消防本部予防課（☎0854‐82‐0650）

　市
で
は
、
宝
く
じ
の
「
地
域
防

災
組
織
育
成
事
業
」
の
助
成
金
を

受
け
、
大
田
市
少
年
女
性
防
火
委

員
会
へ
煙
体
験
資
機
材
一
式
を
整

備
し
ま
し
た
。

　大
田
市
少
年
女
性
防
火
委
員
会

で
は
、
地
域
住
民
に
対
し
て
防
火

思
想
の
普
及
啓
発
活
動
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。

　今
回
新
た
に
整
備
し
た
煙
体
験

資
機
材
で
実
際
に
煙
の
中
を
歩
い

て
体
験
す
る
こ
と
で
、
多
く
の
人

に
煙
の
怖
さ
や
、
い
ざ
と
い
う
と

き
の
対
処
法
を
身
に
付
け
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　煙
体
験
を
ご
希
望
の
事
業
所
、

学
校
、団
体
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、

ま
ず
は
電
話
に
て
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

（一財）自治総合センターが宝くじの社
会貢献広報事業として、女性防火クラブ
の育成および防火思想の普及啓発に必要
となる資器材などの整備に関する事業に
助成をおこなうものです。

　９月27日、島根県農業協同組合石見銀山地区本部・
全国共済農業協同組合連合会島根県本部・（一財）島
根県農協共済福祉事業団からカーブミラー11基を寄贈
いただきました。
　毎年、秋の全国交通安全運動にあわせ、人命保護と
被害の軽減に寄与したいとの趣旨で各市町村に寄贈さ
れているものです。市長が島根県農業協同組合石見銀
山地区本部の川上隆常務理事本部長から趣意書と目録
を受け取りました。
　川上本部長は「交通事故撲滅に向けカーブミラーを
活用していただきたい」とあいさつしました。市長は

「カーブミラーの設置について、地域からの要望もあ
るため、有効に活用させていただきたい」とお礼を述
べました。
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10
月
20
日
、
三
瓶
高
原
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
大
会
が
５
年
ぶ
り
に

三
瓶
山
西
の
原
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
暑
さ
対
策
の
た
め
、
以

前
は
８
月
に
開
催
し
て
い
た
大
会

を
10
月
に
変
更
し
て
実
施
。
市
内

外
か
ら
参
加
し
た
約
４
０
０
人
の

ラ
ン
ナ
ー
た
ち
が
、
冷
た
い
強
風

が
吹
き
つ
け
る
中
、
三
瓶
の
緑
の

じ
ゅ
う
た
ん
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　
マ
イ
ペ
ー
ス
に
歩
い
た
り
走
っ

た
り
緑
の
コ
ー
ス
を
楽
し
む

ウ
ォ
ー
ク
ラ
ン
や
１
〜
８
㎞
の
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
、
15
㎞
リ
レ
ー

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
体
力

に
あ
っ
た
種
目
に
出
場
し
、
気
持

ち
の
良
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
東
広
島
市
か
ら
参
加
し
た
70
代

の
男
性
は
「
こ
の
大
会
が
始
ま
っ

た
こ
ろ
か
ら
毎
年
参
加
し
て
い

る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催
の
時
も
ず
っ
と
参
加
し
て
い

た
。
５
年
ぶ
り
の
現
地
開
催
と
い

う
こ
と
で
今
日
を
楽
し
み
に
し
て

い
た
。
気
持
ち
よ
く
走
る
こ
と
が

で
き
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
は
「
ら
と
ち
ゃ
ん
」

を
は
じ
め
と
し
た
県
内
の
「
ゆ
る

キ
ャ
ラ
」
16
体
が
、
他
市
町
や
テ

レ
ビ
局
な
ど
か
ら
三
瓶
高
原
に
集

結
し
、会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
走
対
決
」
で
は
、

大
き
な
体
で
懸
命
に
走
る
「
ゆ
る

キ
ャ
ラ
」
た
ち
に
多
く
の
声
援
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
順
調
な
ス

タ
ー
ト
を
切
り
、
１
位
に
躍
り
出

た
の
は
仁
摩
町
馬
路
琴
ヶ
浜
出
身

の
「
琴
音
ち
ゃ
ん
」。
そ
の
後
に
、

出
雲
市
の
鰐
淵
寺
で
修
行
し
た
弁

慶
「
お
ん
す
う
ふ
ら
た
ろ
う
」、

株
式
会
社
山
﨑
組
の
「
ヤ
マ
ち
ゃ

ん
」、
津
和
野
町
の
「
つ
わ
み
ん
」

と
続
き
ま
し
た
。

　
順
調
な
走
り
を
見
せ
て
い
た

「
琴
音
ち
ゃ
ん
」で
し
た
が
、ゴ
ー

ル
直
前
で
転
倒
。
次
々
に
抜
か
さ

れ
る
中
「
し
ま
ね
っ
こ
」
が
心
配

そ
う
に
駆
け
寄
り
、
一
緒
に
ゴ
ー

ル
す
る
と
い
う
感
動
シ
ー
ン
も
。

子
ど
も
た
ち
か
ら「
し
ま
ね
っ
こ
、

優
し
い
」と
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　
懸
命
に
走
り
切
っ
た
14
体
の

「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」
た
ち
に
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
走

対
決
」
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

問
社
会
教
育
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
２
５
）

　
10
月
20
日
、「
お
お
だ
教
育
フ
ェ

ス
タ
」
が
「
第
44
回
さ
ん
べ
祭
」

に
併
せ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
「
い
ま
の
学
校
を
の

ぞ
い
て
み
よ
う
！
」
と
題
し
て
、

各
教
科
を
学
ん
で
遊
べ
る
体
験

ブ
ー
ス
や
「
誰
で
も
作
品
展
」
な

ど
、
参
加
型
形
式
で
の
実
施
と
な

り
、
多
く
の
人
が
来
場
し
、
市
内

の
就
学
前
か
ら
高
校
生
ま
で
の
教

育
に
関
わ
る
魅
力
的
な
取
り
組
み

を
知
っ
て
も
ら
う
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

問
学
事
・
魅
力
化
推
進
室

（
☎
０
８
５
４‐

83‐

８
１
７
９
）

　
国
立
三
瓶
青
少
年
交
流
の
家
と

周
辺
の
施
設
を
会
場
に
「
第
44
回

さ
ん
べ
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
も
多
く
の
体
験
ブ
ー
ス

や
地
域
の
展
示
を
始
め
、
お
い
し

い
グ
ル
メ
屋
台
、
は
た
ら
く
く
る

ま
展
示
、
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
な
ど
、
多
彩
な
催
し
が
お
こ

な
わ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ん
べ
そ
ば
推
進
会
議
に
よ
る

「
さ
ん
べ
そ
ば
ま
つ
り
」
も
同
時

開
催
さ
れ
、
多
く
の
人
が
で
き
た

て
の
蕎
麦
を
楽
し
み
ま
し
た
。

２
０
２
４
三
瓶
高
原
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会

お
お
だ
教
育
フ
ェ
ス
タ

第
44
回
さ
ん
べ
祭

スタートを切るランナーたち

懸命に走る「ゆるキャラ」たち

ゆるキャラ走に参加した14体の「ゆるキャラ」たち

秋の三瓶で
さまざまなイベントが
開催されました

《
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
》



しず ま

ぶ　ら　じ　る

きょうしつ つく か  し

す　い　ー　つ

かいさい かんこく

　今年度はコロナの感染症も和らぎ、交流活動が徐々
に再開していきました。色々な地域のまちづくりセン
ターで料理教室や文化紹介などをする機会が増え、夏
休みにはまちづくりセンターへ出向いて、親子クッキ
ングをしたり、子どもたちと料理教室やブラジルの文
化紹介、挨拶を教えたり、ゲームなどをして楽しい交
流ができました。
　大人向けの講座では、お菓子作りや、ブラジルの家
庭料理を一緒に作り、食文化の違いに触れました。
　国によって食べるお米の種類、調理の仕方や味付け
などの違いから色々な発見があり、交流を通してお互
のことや国のことを知る良い機会になると思います。
　これからも国際交流に関わる活動を続けていきたい
です。

【企業版ふるさと納税制度】
　国が認定した地方公共団体の地方創生プロジェクトに
対して、企業が寄附をおこなった場合に法人関係税から
税額控除する仕組み

広報おおだ　Ｒ6（2024）11.21７

地方創生を応援
コスモ電設工業有限会社

田
中
潔
代
表
取
締
役
（
左
）

　10月11日、上野屋蒲鉾店が「島根県産のどぐろ」を
使用したお魚チップスを開発したことを市長に報告し
ました。
　「大あなごチップス」に続くお魚チップス第２弾とな
るこの商品は、サクサクとした歯ごたえの後に、とろけ
るようにチップスが舌の上でなくなる食感が特徴であ
ることから『とろける のどぐろ』と名付けられました。
　上野屋蒲鉾店の土江元生工場長は「食感と舌の上で
なくなる口どけにこだわって作った。魚の甘さ・風味
を楽しんでほしい」と話しました。
　詳しくは、上野屋蒲鉾店☎0854‐84‐8121まで。
　　　　　　　　 問産業企画課（☎0854‐83‐8077）

　このたび、企業版ふるさと納税制度を活用し、コスモ
電設工業有限会社（出雲市）から「協働・共創により持
続可能なまちをつくる事業」に寄附をいただきました。
　９月19日には感謝状贈呈式をおこない、市長から

「大切に活用させていただく。大田市の持続可能なまち
づくりへのご支援に深く感謝する」とお礼を述べ、感
謝状と記念品を贈呈しました。

問政策企画課（☎0854‐83‐8005）

上
野
屋
蒲
鉾
店
の
土
江
元
生
工
場
長

『とろける のどぐろ』いかが
「島根県産のどぐろ」を使用したお魚チップス

《
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
》

　
　
　
　市
長
の
日
記

こくさいこうりゅう かか かつどう つづ

おとな  む

ていりょうり

くに

ちが

くに し

いろいろ はっけん こうりゅう とお たがい

た こめ しゅるい ちょう り し  かた あじ つ

こう ざ

いっしょ つく しょくぶん  か ちが ふ

か   し  づく ぶ　ら　じ　る か

た  ー

やす せ　ん　た　ー で　む おや こ    く  っ   き

ぶんぶ　ら　じ　る

りょう りきょうしつ ぶん か しょうかい

さいかい いろいろ ち  いき

き かい ふ なつ

せ　ん

ICHIGO-ICHIE
い　ち　 ご   い　ち　え

一期一会
国際交流員　サトウ・アンドレイア・ユリコ
こくさいこうりゅういん さ　と　う　　　あ　ん　ど　れ　い　あ　　　ゆ　り　こ

問まちづくり定住課（☎0854‐83‐8030）
ていじゅうか

湯里わんぱくクラブの料理教室
ゆさと く  ら  ぶ りょうりきょうしつ

上：パステル（ブラジル）

下：ケランパン（韓国）

ぱ す て る

け ら ん ぱ ん

ぶ ら じ る

かんこく

うえ

した

こんねん ど こ　ろ　な かんせんしょう やわ じょじょこうりゅうかつどう

よ かんじ か た か な
※　読みやすいように漢字とカタカナにふりがなをつけています

ん　ぐ

か しょうかい

りゅう

こ りょう り きょうしつ

あいさつ おし げ　ー　む たの こう

よ き かい おも

静間で開催した韓国＆

ブラジルのスイーツ

教室で作ったお菓子
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島
根
県
種
畜
共
進
会
の
様
子

厚
朴
邦
広
さ
ん
（
左
か
ら
２
番
目
）
と

市
長
と
関
係
者
ら

厚朴邦広さん（温泉津町）がグランドチャンピオンに！

島根県種畜共進会で肉用種牛の部の最高賞を獲得
　
　
　
　
　
　
　
10
月
５
日
に
島
根
中
央
家
畜
市
場
（
松
江
市
）
で
開
催
さ

　
　
　
　
　
　
れ
た
島
根
県
種
畜
共
進
会
に
、
大
田
市
か
ら
肉
用
種
牛
５
頭

　
　
　
　
　
　
が
出
品
さ
れ
、
県
内
各
地
か
ら
選
抜
さ
れ
た
牛
を
相
手
に
品

　
　
　
　
　
　
質
、
体
格
等
改
良
の
成
果
を
競
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
本
共
進
会
で
は
、
肉
用
種
牛
の
部
の
若
雌
牛
区
に
森
徳
行

　
　
　
　
　
　
さ
ん
（
温
泉
津
町
）、
中
原
牧
場
（
久
手
町
）、
島
根
県
立
農

　
　
　
　
　
　
林
大
学
校
（
波
根
町
）
が
出
品
。
成
雌
牛
区
に
厚
朴
邦
広
さ

　
　
　
　
　
　
ん（
温
泉
津
町
）、岩
倉
勝
政
さ
ん
（
温
泉
津
町
）
が
出
品
し
、

　
　
　
　
　
　
厚
朴
邦
広
さ
ん
出
品
の「
て
ん
」号
が
首
席
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
さ
ら
に
、
厚
朴
邦
広
さ
ん
の
出
品
牛
が
各
区
の
首
席
の
中

　
　
　
　
　
　
か
ら
選
ば
れ
る
肉
用
種
牛
の
部
最
高
賞
と
な
る
グ
ラ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
き
、農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
大
田
市
で
は
７
年
ぶ
り
と
な
る
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
獲
得
を
市
長
に

報
告
す
る
た
め
、
10
月
11
日
、
関
係
者
ら
が
市
役
所
を
訪
問
。
市
長
は
「
皆

さ
ん
の
努
力
が
形
と
な
っ
た
」
と
喜
び
ま
し
た
。

　
厚
朴
さ
ん
は
「
て
ん
号
の
母
親
も
２
位
を
獲
得
し
て
い
る
。
母
親
に
負
け

な
い
仔
牛
が
で
き
た
。
今
後
も
島
根
の

種
雄
牛
で
勝
て
る
牛
を
育
て
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

《
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
》

市
長
の
日
記

長
崎
秀
豪
さ
ん
（
右
）

長
崎
来
海
さ
ん
（
左
）

みんなで仮装！秋の素敵な思い出に
第５回しずまハロウィーンフェス

波に乗って夢を追いかけ続けて
第58回全日本サーフィン選手権大会結果報告

会
場
は
仮
装
し
た
人
た
ち
で

賑
わ
い
ま
し
た

　
工
夫
を
凝
ら
し
た
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

ン
衣
装
で
仮
装
を
し
た
人
た
ち
が

集
う
「
し
ず
ま
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

フ
ェ
ス
」
が
、
10
月
20
日
、
Ｊ
Ｆ

し
ま
ね
大
田
支
所
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
　
　

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今

年
は
市
長
も
「
バ
イ
キ
ン
マ
ン
」

に
仮
装
を
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　
仮
装
パ
レ
ー
ド
や
土
江
子
ど
も

神
楽
団
に
よ
る
演
舞
、
お
菓
子
の

つ
か
み
取
り
、
仮
装
大
賞
の
発
表

な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
、
会
場
は
多

く
の
人
で
賑
わ
い
、
盛
り
上
が
り

を
見
せ
ま
し
た
。

　
９
月
23
日
か
ら
29
日
に
宮
崎
県

で
開
催
さ
れ
た
第
58
回
全
日
本

サ
ー
フ
ィ
ン
選
手
権
大
会
に
、
大

田
西
中
学
校
３
年
生
の
長
崎
来
海

さ
ん
と
、
温
泉
津
小
学
校
３
年
生

の
長
崎
秀
豪
さ
ん
が
出
場
し
、
10

月
11
日
、
そ
の
結
果
と
大
会
の
状

況
を
市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　
来
海
さ
ん
は
「
初
戦
敗
退
し
て

悔
し
か
っ
た
が
得
た
も
の
も
あ

る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
が
夢
」、

秀
豪
さ
ん
は「
初
め
て
出
場
し
た
。

大
き
い
波
に
乗
れ
て
嬉
し
か
っ

た
」
と
話
し
ま
し
た
。

《
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
》

市
長
の
日
記

おおだ
ウォッチング
まちの話題を紹介
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登
り
窯
に
火
入
れ
を
お
こ
な
い

安
全
を
祈
願
し
ま
し
た

市内企業の魅力知るきっかけに
♪おおだ未来お仕事フェスタ♪

修繕された登り窯の火入れ式で安全祈願
温泉津やきものの里　

　
中
学
生
と
高
校
生
が
、
自
分
の

未
来
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
夢

を
実
現
し
た
実
践
者
の
話
を
聞
く

「
ふ
る
さ
と
夢
未
来
講
演
会
」
が

10
月
１
日
、
大
田
高
等
学
校
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　「
た
く
さ
ん
失
敗
し
た
人
が
、

誰
か
の
役
に
立
つ
」
と
題
し
、
株

式
会
社
山
﨑
組
の
山
﨑
宏
隆
代
表

取
締
役
が
登
壇
。「
夢
を
持
ち
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
の
大
切

さ
」
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は

「
学
校
や
地
域
で
役
に
立
つ
こ
と
」

に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見
交
換
が

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
株
式
会
社
ポ
ケ
モ
ン
か
ら
、
ポ

ケ
モ
ン
の
デ
ザ
イ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル

「
ポ
ケ
ふ
た
」
が
島
根
県
内
で
大

田
市
を
含
む
５
市
町
（
浜
田
市
・

出
雲
市
・
安
来
市
・
隠
岐
の
島
町
）

に
寄
贈
さ
れ
、
設
置
箇
所
と
な
る

道
の
駅
「
ご
い
せ
仁
摩
」
で
10
月

17
日
、
設
置
式
が
お
こ
な
わ
れ
ま

し
た
。

　
会
場
で
は
、
設
置
を
記
念
し
て

仁
摩
保
育
園
の
園
児
に
よ
る
歌
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
は
「
ポ
ケ
モ
ン
が
好

き
な
の
で
嬉
し
い
。
ま
た
見
に
行

き
た
い
」「
強
そ
う
で
か
っ
こ
い

い
」
と
笑
顔
で
し
た
。

道
の
駅
「
ご
い
せ
仁
摩
」
に
設
置
さ
れ
た

ポ
ケ
モ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル

夢ある未来へ― 努力の大切さ学ぶ
「ふるさと夢未来講演会」　

「ポケモン」デザインマンホール登場
「ポケットモンスター」がやってきた！

講
演
を
熱
心
に
聴
き
入
る

生
徒
の
皆
さ
ん

報
道
の
お
仕
事
を
体
験
す
る

子
ど
も
た
ち

　
市
内
の
小
・
中
学
生
に
、
市
内

企
業
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
、

将
来
的
な
地
元
企
業
へ
の
就
職
を

促
進
す
る
た
め
、
10
月
５
日
、
道

の
駅
「
ご
い
せ
仁
摩
」
で
『
♪
お

お
だ
未
来
お
仕
事
フ
ェ
ス
タ
♪
』

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
市
内
13
企
業
の

「
お
仕
事
体
験
ブ
ー
ス
」
が
設
け

ら
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
お
こ

な
う
小
・
中
学
生
の
姿
が
み
ら
れ

ま
し
た
。

　
参
加
し
た
小
学
生
ら
は
「
色
ん

な
お
仕
事
を
楽
し
く
知
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
良
か
っ
た
」
と
話
し

ま
し
た
。

　
温
泉
津
や
き
も
の
の
里
に
あ
る

登
り
窯
は
年
２
回
の
や
き
も
の
祭

り
に
併
せ
、
温
泉
津
焼
き
窯
元
に

よ
る
焼
成
（
高
温
加
熱
工
程
）
で

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び

一
部
損
傷
に
よ
り
修
繕
工
事
が
な

さ
れ
、
窯
土
を
乾
燥
さ
せ
る
目
的

で
あ
ぶ
り
焼
き
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。
併
せ
て
、
火
入
れ
式
を
お
こ

な
い
、
秋
の
本
焼
成
や
今
後
の
焼

成
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
石
見
も
の
づ
く
り

工
房
の
金
﨑
公
一
理
事
長
は
「
伝

統
の
あ
る
登
り
窯
を
こ
れ
か
ら
も

大
切
に
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

９
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12月の子育て応援コーナー ※　予約制です。子育てアプリ「おおだっこ」（母子モ）にてお申し込みください。
ぼ　し　も

問子ども家庭支援課（☎0854‐83‐8152）

こんにちは
保健師です

問子ども家庭支援課（☎0854‐83‐8152）

乳幼児相談

18日㈬

４日㈬

10:00～11:30
受付９:45～

13:00～16:15

20日㈮

子ども家庭センター
「おおだっこ」

（大田市役所１階）

９:00～10:30 大田市役所　４階和室 身体計測、育児相談
栄養相談、授乳相談

身体計測、授乳相談

母子健康手帳・おむつ
バスタオル

母子健康手帳・おむつ
バスタオル

母子健康手帳・おむつ
バスタオル仁摩保健センター 対象：生後８か月頃まで

の乳児とその保護者

種　類 日　時 場　所 内　容 ・ 対　象 お持ちいただくもの

離乳食教室
（前期）

授乳相談
ごくごく

12月１日は世界エイズデーです

　世界エイズデーは、世界レベルでのエイズのまん延防止と、患者・感染者に対する
差別・偏見の解消を目的に、ＷＨＯ（世界保健機関）が1988年に制定したもので、
毎年12月１日を中心に、世界各国でエイズに関する啓発活動がおこなわれています。

令和６年度のキャンペーンテーマは 
 「Ｕ＝Ｕ 知ることから、もう一度。12月１日は世界エイズデー」です。

※　近年では、ＨＩＶ治療を受け、血液中のウイルス量が検査で検出できない程度に
最低６か月以上継続的にウイルス量を抑えられているＨＩＶ陽性者からは、性行為に
よってＨＩＶが感染することがないことも確認されています。このことは、
Undetectable（検出限界値未満）＝Untransmittable（ＨＩＶ感染しない）、略して

「Ｕ＝Ｕ」と呼ばれています。
 「Ｕ＝Ｕ」という言葉を知ることから、もう一度ＨＩＶのことを考えてみませんか？

　ＨＩＶ感染を早期に発見し治療することで、エイズの発症を防ぐことがで
き、これまでと変わらない生活を送ることができるようになりました。また、
治療を継続して体内のウイルス量が減少すれば、ＨＩＶに感染している人か
ら他の人への感染リスクが大きく低下することも確認されています。
　しかしながら、現状はそうした医学の進歩が正確な情報として十分に伝
わっているとは言えず、有効な治療法がなく死に至る病であった時代の認識
にとどまっている場合が少なくありません。かつて広がったＨＩＶ感染への
偏見や差別の意識が更新されていないことが、現在のＨＩＶ感染を心配する
人たちを検査や治療から遠ざけ、差別や偏見を招く要因の一つになっている
とも言われています。
　早期発見と治療のためにもＨＩＶ検査が大事です。ＨＩＶ検査は、全国各
地にある保健所（匿名・無料）や、病院・クリニックなどの医療機関（原則
有料）で受けられますのでご相談ください。

　県央保健所（長久町長久ハ７-１）では以下の日程でＨＩＶ検査（無料・匿名）を受け付けています。検査は
１時間程度の待ち時間で検査結果（陰性・要確認検査）をお知らせします。受付可能人数に限りがありますので、
事前に電話で予約してからお出かけ下さい。
・定例の検査日時：毎月第１・３火曜日９：30～11：00　世界エイズデー夜間検査日：12月３日㈫17：00～18：00
・検査予約・電話相談番号：☎0854‐84‐9844（医事・難病支援課）

献血に
ご協力ください

12月24日㈫
12：00～13：00

島根県立男女共同参画センター
あすてらす（大田町）



広報おおだ　Ｒ6（2024）11.21

健康ガイド12月 
問健康増進課
（☎0854‐83‐8151）

がん検診
市ホームページ

11

※　対象者へ個別に通知しています。通知がない場合はお問い合わせください。
※　実施期間は12月までです。まだ受診していない人はお急ぎください。そのほかの健（検）診

種　類 対象者など
令和７年４月１日時点で40・50・60・70歳の人
◎自己負担金　無料

医療機関
歯周疾患検診
（７月～12月） 市内の歯科医療機関

40歳以上の大田市国民健康保険加入者･島根県後期高齢者医療制
度加入者・生活保護受給者　　◎自己負担金　無料

特定健診等健康診査
（６月～12月） 指定医療機関

島根県後期高齢者医療制度加入者のうち、昭和14年４月２日～
昭和24年４月１日生まれの人　　◎自己負担金　無料

後期高齢者
歯科口腔健診
（６月～12月）

指定歯科医療機関

がん検診（集団）

18日㈬

11日㈬

17日㈫

17日㈫

５日㈭
６日㈮

18日㈬

17日㈫ 13:30～15:00
17:00～18:30
９:30～11:00
13:30～15:00
９:30～11:30
13:30～15:30
13:30～15:30
17:00～19:00

９:00～11:00
13:00～16:00

13:30～15:00
17:30～18:30

９:30～11:30
13:30～15:30

大田市民会館

大田市民会館

大田市民会館

日時・場所 対象者など

予約サイト

☆子宮頸がん
検診

☆大腸がん検診
（容器配布）
個人通知なし

☆乳がん
マンモグラフィ

検診

20歳以上の女性（事前申込不要）
◎自己負担金
・子宮頸部検査　　　　1,500円
・ＨＰＶ検査（希望者）1,500円
完全予約制
40歳以上の女性（２年に１回）
◎自己負担金　2,000円（２方向撮影）
予約先　健康増進課

40歳以上（事前申込不要）
◎自己負担金　600円
※２日間の便を容器に取る検査です。
※提出方法がポスト投函に変わりまし
た。

各まちづくりセンター
大田まちづくりセンターでの
配布はありません
仁万・天河内は仁摩支所です
温泉津は温泉津支所です

※　市役所健康増進課（☎0854‐83‐8151）へ電話、または下記二次元コードから予約してください。
種　類

50歳以上の大田市民
◎自己負担金　　　3,000円
・無料になる人：生活保護世帯の世帯
　員、市民税非課税世帯の世帯員のみ

医療機関 対象者など

胃がん
(胃カメラ)
検診

大田市 ※　市の胃がん検診は２年に１回の受診間
隔のため、令和５年度に胃がん検診（バリ
ウム検査・胃カメラ検査）を受けた人は、
対象外となります。

大田呼吸循環クリニック、合原医院、昭和医院、
石田医院、福田医院、木島医院、郷原医院

予約サイト

※　直接各医療機関へ予約してください。がん検診（個別）
医療機関種　類 対象者など

大田市 20歳以上の女性
◎自己負担金
・子宮頸部検査　　　　1,500円
・ＨＰＶ検査（希望者）1,500円

☆乳がん
マンモグラフィ

検診

☆子宮頸がん
検診

大田市

出雲市

出雲市

市立病院（医事室☎0854‐84‐7571）
島根県立中央病院ほか７医療機関
（市ホームページでご確認ください）

ひゃくどみクリニック（☎0853‐21‐0130）
ヘルスサイエンスセンター島根（☎0853‐20‐0649）

市立病院（医事室☎0854‐84‐7571） 40歳以上の女性
◎自己負担金　2,000円
・市立病院は２回の受診が必要です

☆マークの検診では自己負担が軽減
【無料になる人】
　生活保護世帯の世帯員、福祉医療受給者、市民税非課税世帯の世帯員
【半額になる人】
　大田市国民健康保険加入者、島根県後期高齢者医療制度加入者
※　必要な書類や手続きについては、健康増進課までお問い合わせください。
☆受診時に保険証など、証明できる書類の提示が必要です。



問石見銀山課（☎0854‐83‐8132）
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台湾と石見銀山　
その３

　　『裁判員17人の声』　牧野　茂（他）／編著　
　　　　　　　　　　　  　旬報社（仁摩図書館所蔵）

　15年分の裁判員経験者から共通
して読みとれることは、人を裁けと
言われ不安を感じない人はいない、
発言は十分できるなど。そして裁判
後、充実感に満たされたとも。事件・
被疑者の特性や裁判員の個性から、
ぜひあなたが読んで感じとってくだ
さい。もはや裁判員は国民の義務だ
と経験者は語っています。

石見銀山と市内遺産
なるほど分かった　地域の宝

中央図書館　　☎0854-84-9200　平日10:00～19:00　土日10:00～18:00
仁摩図書館　　☎0854-88-4646　10:00～18:00
温泉津図書館　☎0855-65-2177　10:00～12:00、13:00～17:00

おすすめの本

第20回
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東
ア
ジ
ア
の
人
気
観
光
地
、
九

份
。
こ
の
場
所
は
、
か
つ
て
石
見

銀
山
を
経
営
し
た
藤
田
組
に
よ
る

瑞
芳
鉱
山
が
あ
っ
た
場
所
で
す
。

　
そ
の
実
態
を
確
か
め
る
た
め
、

平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
度
か
ら

平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
度
に
、

島
根
県
教
育
委
員
会
と
台
湾
新
北

市
立
黄
金
博
物
館
が
連
携
し
、
専

門
家
の
協
力
の
も
と
調
査
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
台
湾
に
残
さ
れ
た

藤
田
組
の
図
面
類
な
ど
の
古
記
録

を
も
と
に
現
地
を
踏
査
し
、
遺
構

を
丹
念
に
調
べ
ま
し
た
。
調
査
の

結
果
、
今
な
お
往
時
の
道
が
残
っ

て
い
た
り
、
石
垣
が
そ
の
ま
ま
で

あ
っ
た
り
し
た
こ
と
が
判
明
。
藤

田
組
の
鉱
山
開
発
の
一
端
が
明
ら

か
と
な
っ
た
の
で
す
。
こ
の
成
果

に
つ
い
て
は
、
世
界
遺
産
登
録
10

周
年
で
あ
っ
た
平
成
29
（
２
０
１

７
）
年
に
調
査
報
告
書
と
し
て
ま

と
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
市
は
観
光
庁
の
補
助

金
を
受
け
、
黄
金
博
物
館
の
協
力

も
得
て
、
石
見
銀
山
紹
介
動
画
を

作
成
。
主
演
は
瑞
芳
鉱
山
の
経
営

者
の
子
孫
で
あ
る
一
青
妙
さ
ん
。

「
連
接
　Ｔ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｕ
Ｒ
Ｕ　
石

見
銀
山
之
旅
」
と
題
し
た
こ
の
動

画
は
、
再
生
回
数
は
５
万
回
程
で

す
が
、
そ
の
約
95
％
が
台
湾
で
視

聴
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
年
令
和
６
（
２
０
２
４
）
年

は
黄
金
博
物
館
が
開
館
20
周
年
を

迎
え
ま
す
。
こ
の
記
念
の
年
に
、

こ
れ
ま
で
育
ん
で
き
た
石
見
銀
山

と
の
連
携
を
深
め
た
い
と
、
黄
金

博
物
館
か
ら
、
石
見
銀
山
世
界
遺

産
セ
ン
タ
ー
と
「
姉
妹
館
協
定
」

を
結
び
た
い
と
打
診
が
あ
り
ま
し

た
。
市
と
し
て
こ
れ
を
受
け
入
れ

る
こ
と
と
し
、
11
月
４
日
、
武
田

教
育
長
を
代
表
と
し
て
島
根
県
議

会
の
生
越
副
議
長
ら
関
係
者
が
訪

台
。
協
定
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　
締
結
式
は
日
本
と
台
湾
と
で
、

そ
れ
ぞ
れ
お
こ
な
わ
れ
、
来
年
の

令
和
７
（
２
０
２
５
）
年
に
は
、

大
田
市
に
台
湾
の
関
係
者
を
招
い

て
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
今
後
は
互
い
に
、
姉
妹
館
で
あ

る
こ
と
の
表
示
に
加
え
、
歴
史
や

価
値
を
相
互
で
情
報
発
信
す
る
な

ど
、
一
層
の
連
携
を
図
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

■：３館共通　○：温泉津のみ休館

12月の図書館お休みの日

市ホームページ

ず
い
ほ
う
こ
う
ざ
ん

ひ
と 

と  

た
え

き
ゅ
う

◇12月の行事

クリスマスおはなし会

ストーリーテリング

古文書を読む会

おはなし会

樹木の果実写真展

図書館

14日㈯   

21日㈯   

21日㈯   

21日㈯   

11日㈬～26日㈭

中 央

仁 摩

行　　事 日　　時

14:00～14:30

14:00～15:00

14:00～16:00

10:15～10:45

※　各図書館の展示内容はホームページで紹介しています
　　　年末年始の休館　12月29日㈰～１月３日㈮

◇展示テーマ
「メリークリスマス!!」
　この時期になると家やお店の飾りも華やぎま
すね。図書館もクリスマスの本を準備していま
す。皆さん、良いクリスマスを！

中
　央

「日記を読む、日記を書く、日記から日常を知る」
　日々の記録・それに関わる個人の思いが綴ら
れた日記は、文学として一つのジャンルに位置
付けられています。日常を超えてうかがい知れ
る貴重な資料として、私たちの興味を喚起しま
す。そこで文学に限らず、「日記」に注目し、
テーマ展開してみます。

仁
　摩

ふ
ん

火 木 金日 月 水 土

①
⑧
⑮
㉒
29

２

９

16

23

30

３

10

17

24

31

⑦
⑭
㉑
㉘

６

13

20

27

５

12

19

26

４

11

18

25



　市政について日ごろ感じていること、まちづくりへの
アイデアなど建設的なご提案をぜひお寄せください。
　寄せられたご意見については、今後の市政の参考とす
るほか、直接ご本人へ回答いたします。
　ただし、単なる感想にとどまるもの、ひぼう・中傷な
どには回答しません。

　郵送以外のＥメールやＦＡＸからのご意見、ご提案も
お待ちしています。
　いずれも回答を希望される場合は、必ず住所、氏名、
電話番号を記入のうえお送りください。
　　　　 問政策企画課広報広聴係（☎0854‐83‐8006）
　　　　　メールアドレス　o-koho@city.oda.lg.jp
　　　　　ＦＡＸ（様式自由）0854‐82‐6667

意見箱もあります
　市役所本庁１階ロビー、温
泉津・仁摩各支所に設置して
います。
　市政についてお気づきの
点、ご提案など気軽にお寄せ
ください。

次のことにご注意ください
・わかりやすく、簡潔にご記入ください。
・いただいたご意見やご提案は、匿名により
　広報「おおだ」やホームページで公表させ
　ていただくことがあります。

住所・氏名などを記入してください ※　個人情報の管理については法令を遵守し、使用します。

住　　所

氏　　名（ふりがな）　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号



10代　　20代　　30代　　40代　　50代　　60代　　70代　　80代以上

こ　の　面　は　内　側　に　な　り　ま　す
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ハ
ン
セ
ン
病
患
者
へ
の

偏
見
や
差
別

　
日
本
で
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
患
者

の
隔
離
政
策
に
よ
り
、
長
年
に
わ

た
り
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
は
偏
見
と

差
別
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
偏
見
と
差
別
が
、
ハ
ン
セ

ン
病
患
者
を
全
国
各
地
の
療
養
所

へ
強
制
収
容
す
る
「
無
ら
い
県
運

動
」
へ
と
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
療
養
所
で
は
、
世
間
か
ら
隔
離

さ
れ
た
生
活
を
送
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
療
養
所
内
の
生
活
は
ハ
ン

セ
ン
病
患
者
が
自
ら
運
営
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
山
や
荒
地
を
開
墾

し
、
自
分
た
ち
が
住
む
た
め
の
家

や
施
設
を
建
設
し
、
生
活
に
必
要

な
仕
事
は
全
て
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
家
族
の
葬
式
な
ど
が

あ
っ
て
も
療
養
所
か
ら
出
る
こ
と

は
許
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

療
養
所
か
ら
脱
走
を
図
る
人
も
い

ま
し
た
が
、
島
の
療
養
所
で
は
、

海
を
渡
り
き
れ
ず
に
亡
く
な
っ
た

人
も
い
ま
し
た
。

　
た
と
え
、
脱
走
に
成
功
し
て
も

遠
く
ま
で
行
く
こ
と
が
で
き
な
い

よ
う
に
、
療
養
所
内
で
し
か
使
用

で
き
な
い
お
金
が
制
作
さ
れ
ま
し

た
。

　
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
同
士
の
結
婚

は
許
さ
れ
ま
し
た
が
、
子
ど
も
が

で
き
な
い
よ
う
に
手
術
を
す
る
こ

と
が
結
婚
の
条
件
と
さ
れ
た
た

め
、
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
ず
に

手
術
を
受
け
入
れ
た
人
も
多
く
い

ま
し
た
。

　
ハ
ン
セ
ン
病
の
特
効
薬
が
発
見

さ
れ
て
か
ら
も
、
ホ
テ
ル
の
宿
泊

を
断
ら
れ
る
な
ど
ハ
ン
セ
ン
病
患

者
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
は
、
今

で
も
続
い
て
い
ま
す
。

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の
家
族

へ
の
偏
見
や
差
別

　
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の
家
族
も
偏

見
や
差
別
を
受
け
ま
し
た
。

　
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
が
い
た
家
族

は
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
感
染
し
て
い

る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
理
由

で
、
家
中
を
消
毒
さ
れ
る
な
ど
、

職
場
や
学
校
な
ど
で
酷
い
偏
見
や

差
別
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
決
ま
っ
て
い
た

縁
談
が
破
棄
さ
れ
た
り
、
村
八
分

と
さ
れ
地
域
で
の
行
事
に
参
加
す

る
こ
と
が
許
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
偏
見
や
差
別
に
耐
え
き
れ
ず
自

ら
命
を
絶
っ
た
家
族
も
い
ま
し

た
。
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の
家
族
も

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
と
同
じ
よ
う

に
、
長
年
に
わ
た
り
苦
し
ん
で
き

た
の
で
す
。

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
・
元
患
者

（
回
復
者
）
家
族
に
対
す
る

補
償
金

　
令
和
元
年
11
月
22
日
、
国
の
憲

法
違
反
の
誤
っ
た
法
律
で
あ
る「
ら

い
予
防
法
」に
よ
っ
て
受
け
た
被
害

に
対
す
る
償
い
の
施
策
と
し
て

「
ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
家
族
に
対

す
る
補
償
金
の
給
付
等
に
関
す
る

法
律
」が
成
立
し
、補
償
金
の
請
求

期
間
が
５
年
間
と
決
ま
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
補
償
金
を
請
求
す
る

こ
と
で
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
が
お
ら

れ
た
家
だ
と
分
か
り
、
新
た
に
差

別
を
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
の

不
安
な
ど
に
よ
り
、
請
求
件
数
が

国
の
想
定
よ
り
少
な
か
っ
た
た

め
、
令
和
６
年
６
月
12
日
に
法
律

の
一
部
改
正
が
行
わ
れ
、
請
求
期

限
が
令
和
11
年
11
月
21
日
ま
で
５

年
間
延
長
と
な
り
ま
し
た
。

補
償
金
の
支
給
対
象
と

な
る
人
・
補
償
金
の
額

　「
ら
い
予
防
法
」
が
廃
止
さ
れ

た
平
成
８
年
３
月
31
日
ま
で
の
間

に
、
ハ
ン
セ
ン
病
の
発
病
歴
・
国

内
な
ど
居
住
歴
の
あ
る
ハ
ン
セ
ン

病
患
者
・
元
患
者
（
回
復
者
）
と

同
居
し
、
現
在
も
生
存
さ
れ
て
い

る
人
が
対
象
で
す
。

①
補
償
金
１
８
０
万
円

　
配
偶
者
（
事
実
婚
含
む
）、
親
、

子
、
一
親
等
の
姻
族
な
ど

②
補
償
金
１
３
０
万
円

　
兄
弟
姉
妹
、
祖
父
母
・
孫
な
ど

※
　
同
居
な
ど
一
定
の
要
件
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
人
権
推
進
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

長
島
愛
生
園
へ
の
視
察
報
告

　
令
和
６
年
７
月
31
日
、
島
根
県

主
催
の
「
ハ
ン
セ
ン
病
の
隔
離
の

歴
史
と
人
権
を
学
ぶ
」
で
、
国
立

ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
の
長
島
愛
生

園
（
岡
山
県
瀬
戸
内
市
）
の
視
察

に
市
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
歴
史
館
で
は
、
学
芸
員
の
説
明

を
受
け
な
が
ら
、
映
像
視
聴
な
ど

で
歴
史
を
学
び
ま
し
た
。

　
歴
史
回
廊
で
は
、
屋
外
の
関
連

施
設
を
歩
い
て
見
学
し
な
が
ら
、

当
時
の
状
況
を
思
い
描
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
納
骨
堂
で
は
、
視
察
の
代
表
者

と
し
て
、
大
田
市
の
人
権
推
進
課

長
が
献
花
を
し
ま
し
た
。

　
む
つ
み
交
流
館
で
は
、
療
養
所

に
入
所
さ
れ
て
い
る
人
か
ら
直
接

お
話
を
お
聴
き
し
、
時
に
は
涙
す

る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　
暑
さ
の
厳
し
い
日
で
し
た
が
、

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
・
元
患
者
（
回

復
者
）・
そ
の
家
族
に
対
す
る
偏

見
や
差
別
を
早
急
に
解
決
す
る
必

要
が
あ
る
と
改
め
て
認
識
し
ま
し

た
。

き
ず
な
へ
の
ご
意
見
は
…

問
人
権
推
進
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
３
８
）

石
見
銀
山
遺
跡
は
、
人
類
の
平
和
と
人
権
の
尊
重
を
め
ざ
す
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す

15

きずな

ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
家
族
に
対
す
る

補
償
金
の
請
求
期
限
が
延
長
さ
れ
ま
し
た

　
皆
さ
ん
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
家
族
に
対
す
る
補
償
金
に
つ
い
て
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
？

　
法
律
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
５
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
請
求
件
数
は
少

な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
家
族
に
対
す
る
補
償
金
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。



▽
会
場
　
大
田
市
民
会
館

▽
対
象
　
平
成
16
年
４
月
２
日
〜

　
平
成
17
年
４
月
１
日
の
間
に
生

　
ま
れ
た
人

※
　
現
在
、
大
田
市
に
住
民
票
が

あ
る
対
象
者
に
は
住
所
地
へ
、
就

職
・
進
学
な
ど
で
大
田
市
に
住
民

票
の
な
い
対
象
者
に
は
実
家
へ
、

案
内
状
兼
入
場
券
を
お
送
り
し
ま

す
。

※
　
来
場
者
数
な
ど
の
把
握
の
た

め
、
当
日
は
入
場
券
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
入
場
券
が
な
い
人
は
当

日
、受
付
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

▽
お
願
い

・
会
場
内
で
は
秩
序
の
あ
る
行

　
動
、
ふ
る
ま
い
を
心
が
け
て
く

　
だ
さ
い
。

・
式
典
に
は
、
手
話
通
訳
・
要
約

　
筆
記
が
あ
り
ま
す
。

・
予
定
が
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ

　
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
最

　
新
の
情
報
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
社
会
教
育
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
２
５
）

　　
認
知
症
の
人
や
家
族
を
あ
た
た

か
く
見
守
る
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
を
養
成
し
ま
す
。

▽
日
時
　
12
月
19
日
㈭

　
　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時

▽
会
場
　
大
田
市
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
１
階
　
機
能
訓
練
室

▽
受
講
料
　
無
料

▽
定
員
　
20
人
程
度

※
　
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

※
　
町
内
会
な
ど
地
域
で
の
集
ま

り
や
職
場
単
位
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
主
催
す
る
催
し
に
、
講
師
が
出

か
け
て
講
座
を
開
催
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
（
平
日
８
時
30
分
〜

17
時
）
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　
・
問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
７
７
６
６
）

　
緩
和
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
大
田

の
主
催
で
、「
緩
和
ケ
ア
と
地
域

支
援
」を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
　
12
月
１
日
㈰

　
　
　
　
13
時
〜
15
時

▽
会
場
　
あ
す
て
ら
す
ホ
ー
ル

▽
内
容
　

・
講
演
会

　「
ど
こ
ま
で
家
で
過
ご
せ
る
か
」

　
講
師
　
徳
永
進
先
生

　
（
野
の
花
診
療
所 

院
長
）

・
ス
ラ
イ
ド
上
映

　「
写
真
で
振
り
返
る 

緩
和
ケ
ア

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
大
田
の
あ
ゆ
み
」

▽
定
員
　
２
９
０
人

▽
参
加
費
　
無
料

所
得
税・住
民
税
上
の
障
害

者
控
除
対
象
者
の
認
定

広報おおだ　Ｒ6（2024）11.21

▽
申
込
方
法
　
申
請
者
の
本
人
確

　
認
の
た
め
の
書
類
（
運
転
免
許

　
証
な
ど
）
を
持
参
し
、
申
請
し

　
て
く
だ
さ
い
。

　
・
問
介
護
保
険
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
５
０
）

温
泉
津
支
所
市
民
生
活
課

（
☎
０
８
５
５
‐
65
‐
３
９
３
４
）

仁
摩
支
所
市
民
生
活
課

（
☎
０
８
５
４
‐
88
‐
２
１
１
１
）

　
令
和
７
年
大
田
市
二
十
歳
の
つ

ど
い
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
　
１
月
４
日
㈯

　
受
付
　
10
時
〜

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　
　
　
　
10
時
30
分
〜

　
式
典
　
11
時
〜

※
　
申
し
込
み
不
要
で
、
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

問
島
根
県
県
央
保
健
所

（
☎
０
８
５
４
‐
84
‐
９
８
４
４
）

　「
し
ま
ね
で
働
く
」と
出
会
う
！

楽
し
い
業
界
研
究
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。
県
内
約
１
５
０
社

の
企
業
が
大
集
合
！
私
服
参
加

Ｏ
Ｋ
！
就
活
お
役
立
ち
コ
ー
ナ
ー

や
各
種
相
談
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま

す
。

▽
日
時
　
12
月
26
日
㈭

　
　
　
　
10
時
30
分
〜
16
時

▽
会
場
　
く
に
び
き
メ
ッ
セ（
松
江
）

※
　
事
前
申
込
不
要
（
事
前
申
込

者
に
は
特
典
あ
り
）

※
　
友
人
や
保
護
者
と
の
参
加
も

大
歓
迎
で
す
。
県
外
か
ら
の
無
料

送
迎
バ
ス
も
あ
り
ま
す
。
詳
細
は

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
・
問
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね

（
☎
０
１
２
０
‐
67
‐
４
５
１
０
）

　
障
が
い
者
手
帳
を
お
持
ち
で
な

い
人
も
、
申
請
に
よ
り
「
障
害
者

控
除
対
象
者
認
定
書
」
の
交
付
を

受
け
た
場
合
は
、
税
法
上
の
控
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
す

べ
て
の
人
が
、
必
ず
対
象
に
な
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
継
続
し
て
控
除
を
受
け
る
に
は

毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

▽
対
象
　
要
介
護
認
定
を
受
け
て

　
い
る
65
歳
以
上
の
人
の
う
ち
、

　
主
治
医
意
見
書
な
ど
を
も
と
に

　
審
査
し
、「
身
体
障
が
い
者
ま

　
た
は
知
的
障
が
い
者
に
準
じ
る

　
人
」
と
し
て
認
め
ら
れ
る
人
。

令
和
７
年
二
十
歳
の
つ
ど
い

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

ジョブカフェ
しまねサイト

緩
和
ケ
ア
を
考
え
る
集
い

し
ま
ね
ジ
ャ
ン
ボ
企
業
博

業
界
研
究
プ
レ
合
説

申

申

申

お
知
ら
せ …申し込み先

問…問い合わせ先

市　勢
（令和６年11月１日現在）

（　　）内は前月比

申

16

○人　口　31,544人　（△  63）
　・男　　15,202人　（△  24）
　・女　　16,342人　（△  39）
○世帯数　15,309世帯（△  18）
○出生数　　　10人
○死亡数　　　56人
○面　積　435.71㎢

催
　
　
し



　
・
問
大
田
市
音
楽
協
会
　
谷
本

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
０
４
２
５
）

　
伐
採
し
た
後
の
残
っ
た
ス
ギ
を

活
用
し
た
薪
割
り
体
験
会
と
、
森

林
に
関
す
る
学
習
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

▽
日
時
　
12
月
15
日
㈰

▽
会
場
　
ゆ
き
み
ー
る（
大
田
町
）

◇
薪
割
り
体
験
（
午
前
）

　
伐
採
し
た
後
の
残
っ
た
ス
ギ
を

薪
割
り
機
で
薪
に
し
、
無
料
で
持

ち
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
時
間
　
10
時
〜
12
時

▽
定
員
　
20
人

◇
学
習
講
演
会
（
午
後
）

　
林
業
関
係
者
や
森
林
に
関
心
の

あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

　
講
演
　「
ス
ギ
を
観
る
　
ス
ギ

　
　
　
　
に
学
ぶ
」

　
講
師
　
佐
藤 

仁
志
さ
ん

　
（
元
日
本
野
鳥
の
会
理
事
長
兼

　
　
副
会
長
・
樹
木
医
）

▽
時
間
　
14
時
〜
15
時
30
分

▽
定
員
　
40
人

※
　
参
加
費
は
い
ず
れ
も
無
料

※
　
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

　
・
問
銀
林
の
恵
み
森
活
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会 

伊
藤（
☎

０
９
０
‐
６
４
０
２
‐
５
２
４
２
）

▽
日
時
　
12
月
７
日
㈯
14
時
〜

▽
会
場
　
あ
す
て
ら
す
ホ
ー
ル

▽
作
品
　「
ふ
ま
じ
め
通
信
」（
２

　
０
２
３
年
／
88
分
）

▽
内
容
　
ス
ト
レ
ス
で
教
師
を
辞

　
め
た
ク
ニ
ち
ゃ
ん
は
、
地
方
に

　
Ｉ
タ
ー
ン
し
「
ふ
ま
じ
め
通

　
信
」
と
い
う
自
身
の
性
格
と
は

　
真
逆
の
音
声
番
組
を
は
じ
め
て

　
み
る
こ
と
に
…
。
も
っ
と
う
ま

　
く
、
ふ
ま
じ
め
に
生
き
る
、
と

　
は
？
真
面
目
に
疲
れ
た
あ
な
た

　
に
贈
る
、
心
が
ち
ょ
っ
と
軽
く

　
な
る
ふ
ま
じ
め
な
物
語
。

▽
入
場
料
　
無
料

問
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

あ
す
て
ら
す

（
☎
０
８
５
４
‐
84
‐
５
５
５
７
）

　
大
田
市
で
の
シ
ル
バ
ー
派
遣
事

業
に
つ
い
て
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。

　「
シ
ル
バ
ー
派
遣
っ
て
な
に
？
」

「
ど
ん
な
仕
事
が
あ
る
の
？
」
な

ど
、
皆
さ
ん
の
疑
問
に
お
答
え
し

ま
す
。

▽
日
時
　
12
月
20
日
㈮

　
　
　
　
14
時
〜
15
時
30
分

▽
会
場
　
大
田
商
工
会
議
所

▽
参
加
費
　
無
料

▽
対
象
　
60
歳
以
上

▽
定
員
　
先
着
15
人

※
　
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

　
・
問
島
根
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会
　
邑
智
分
室
大
田

連
絡
所

（
☎
０
８
５
４
‐
86
‐
８
６
２
０
）

夜
の
パ
ソ
コ
ン
講
習

（
エ
ク
セ
ル
応
用
）

　
色
々
な
関
数
、
複
合
グ
ラ
フ
の

作
成
、
一
歩
進
ん
だ
使
い
方
な
ど

の
講
習
で
す
。

▽
日
時
　
12
月
６
日
〜
25
日
の
間

　
　
　
　
の
㈪
・
㈬
・
㈮
　

　
　
　
　
19
時
〜
21
時

▽
会
場
　
島
根
中
央
地
域
職
業
訓

　
練
セ
ン
タ
ー

▽
受
講
料
　
１
万
２
０
０
０
円

▽
対
象
　
エ
ク
セ
ル
の
基
本
操
作

　
が
で
き
る
人

▽
定
員
　
15
人

▽
申
込
期
限
　
11
月
29
日
㈮

　
・
問
島
根
中
央
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
９
６
６
６
）

第
１
部

　
大
田
ウ
イ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

と
吹
奏
楽
連
盟
と
の
合
同
演
奏
。

第
２
部

　
オ
ペ
ラ
『
カ
ル
メ
ン
』
セ
レ
ク

シ
ョ
ン
。
ス
ペ
イ
ン
を
舞
台
に
し

た
異
国
情
緒
あ
ふ
れ
る
音
楽
が
、

皆
さ
ん
を
カ
ル
メ
ン
の
世
界
へ
誘

い
ま
す
。

出
演
：「
カ
ル
メ
ン
」錦
織
ま
り
あ

「
ド
ン
・
ホ
セ
」
大
畑
和
樹
「
ミ

カ
エ
ラ
」
板
倉
ま
な
み
「
エ
ス
カ

ミ
ー
リ
ョ
」
秦
慎
之
介
「
合
唱
」

音
楽
協
会
会
員
と
一
般
応
募
者
に

よ
る
合
唱
団
「
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
」

大
田
ウ
イ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
。

▽
日
時
　
12
月
８
日
㈰

　
　
　
　
開
場
13
時
30
分
〜

　
　
　
　
開
演
14
時
〜

▽
会
場
　
大
田
市
民
会
館

▽
料
金
　

・
大
人
前
売
券
　
１
０
０
０
円

　
　
　
当
日
券
　
１
２
０
０
円

・
３
歳
以
上
高
校
生
以
下

　
　
　
前
売
券
・
当
日
券

　
　
　
　
　
　
　
　
５
０
０
円

▽
前
売
券
販
売
所
　
大
田
市
民
会
館・

　
株
式
会
社
シ
グ
ナ
ル・出
雲
市
民
会
館

※
　
全
席
自
由

ブ
ラ
ス
＆
コ
ー
ラ
ス

第
30
回
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集
説
明
会

申 申
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薪
割
り
体
験
会
・
学
習
講
演
会

あ
す
て
ら
す
映
画
上
映
会

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

募
　
　
集

除雪作業に
　 ご協力ください

　今年も雪の季節がやってきました。通勤・通
学などの安全確保のための除雪作業が、速やか
に出来るように、次のことにご協力ください。

○雪で倒れるおそれのある立竹木は、事前に
　所有者で伐採をお願いします。

○道路や待避所に自動車の駐車、自転車の放
　置をしないでください。

○作業中の除雪車に注意し、徐行をお願いし
　ます。

○植木鉢など、壊れやすいものは、道路沿い
　に置かないでください。

○道路沿いの電柵などは撤去してください。

　　　　　　 問土木課（☎0854‐83‐8102）

申

申
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　◇
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り

　
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
葉
で
リ
ー
ス

を
作
り
ま
す
。

▽
日
時
　
12
月
15
日
㈰

　
　
　
　
10
時
〜
・
13
時
〜

　
　
　 

（
２
回
実
施
）

▽
参
加
費
　
１
３
０
０
円

　
　
　 

（
材
料
費
込
み
）

◇
ミ
ニ
門
松
作
り

　
ミ
ニ
門
松
作
り
体
験
を
お
こ
な

い
ま
す
。

▽
日
時
　
12
月
22
日
㈰

　
　
　
　
10
時
〜
・
11
時
〜
・

　
　
　
　
13
時
〜
・
14
時
〜

　
　
　 

（
４
回
実
施
）

▽
参
加
費
　
１
１
０
０
円

　
　
　 

（
材
料
費
込
み
）

※
　
い
ず
れ
も
事
前
申
込
が
必
要

で
す
。

　
・
問
三
瓶
木
工
館

（
☎
０
８
５
４
‐
86
‐
０
１
８
２
）

　
放
送
大
学
は
、
令
和
７
年
４
月

の
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世

代
、
約
８
万
５
０
０
０
人
の
学
生

が
、
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び

を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

　
授
業
に
は
３
つ
の
ス
タ
イ
ル
が

あ
り
Ｂ
Ｓ
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
視
聴
す
る
、
ま
た
講
師
か
ら

直
接
受
け
る
授
業
が
あ
り
ま
す
。

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な

ど
、
３
０
０
以
上
の
幅
広
い
授
業

科
目
が
あ
り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
出
願
期
間

　
第
１
回
　

　
11
月
26
日
㈫
〜
２
月
28
日
㈮

　
第
２
回
　

　
３
月
11
日
㈫
ま
で

◇
入
学
説
明
会
・
相
談
会

出
雲
会
場

▽
日
時
　
１
月
12
日
㈰
13
時
〜

　
　
　
　
２
月
22
日
㈯
13
時
〜

▽
場
所
　
出
雲
中
央
図
書
館

浜
田
会
場

▽
日
時
　
２
月
２
日
㈰
10
時
〜

　
　
　
　
２
月
15
日
㈯
９
時
〜

▽
場
所
　
県
立
西
部
社
会
教
育
研

　
修
セ
ン
タ
ー（
い
わ
み
ー
る
内
）

※
　
資
料
（
無
料
）
請
求
は
、
島

根
学
習
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
放
送
大

学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

問
島
根
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
２
‐
28
‐
５
５
０
０
）

三
瓶
木
工
館

放
送
大
学
４
月
入
学
生

申

ぎょうせいじょうほう し こう ほう し ほ ー む ぺ ー じ

ぐ ー ぐ る　ほん やく　そ ふ と つか よ ほう ほう しょうかい

問政策企画課（☎0854‐83‐8006）
せいさく き  かく か

①おおだ子ども食堂
　　おおだふれあい会館

子ども食堂 12月の予定 子ども  無料
大人  ①③300円②100円④200円

④こねくと食堂（要予約）
　　大田市民センター４階

②みんなの食堂
　　祖式ジム
③多世代交流食堂みーる堂
　　ゆきみーる（若者も無料）

28日㈯17:00～19:00
☎090‐4897‐4308

21日㈯17:00～19:00
☎0854‐83‐7373

13日㈮17:00～20:00
☎0854‐82‐0091

21日㈯11:00～13:30
☎090‐1188‐9088

消費者ホットライン１８８
い　や　や

　「お試しのはずが、定期購入契約になっていた」
などの消費者トラブルで困っていませんか？
　そんなときは一人で悩まずに、３桁の電話番号で
つながる消費者ホットライン「１８８」にご相談く
ださい。お近くの消費生活センターにつながります。

　  問大田市消費生活センター（☎0854‐83‐8039）

外国人にも分かりやすい
行政サービスを
目指しています 多言語対応

たげんごたいおう

がいこくじん わ

ぎょうせいさ ー び す

め ざ

目　次
もく　　じ

「広報おおだ」や「市ホームページ」では、市の取り組みやイ

ベントなどの情報、いろいろな手続きの案内を載せています。

日本語で書いてある文章を、グーグル翻訳ソフトを使って、読

みたい言葉にする方法を、市ホームページで紹介しています。

こうほう

べ ん と

に ほん ご か

こと ば ほうほう し ほ ー む ぺ ー じ しょうかい

ぶんしょう ぐ ー ぐ る　ほんやく そ ふ と つか よ

じょうほう て つづ あんない の

し ほ ー む ぺ ー じ し と く い

「広報おおだ」の目次を「市ホームページ」に載せています。

読みたいページを確認して「広報おおだ」の読みたいページを

開いて、スマートフォンでグーグル翻訳ソフトなどを使って読

むことができます。

こうほう

よ

ひら す ま ー と ふ ぉ ん ぐ ー ぐ る ほんやく そ ふ と つか よ

ぺ ー じ かくにん こうほう よ ぺ ー じ

もく じ し ほ ー む ぺ ー じ の

「広報おおだ」と
「市ホームページ」が

多言語で読めます

こうほう

し ほ ー む ぺ ー じ

たげん ご よ
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つながらない場合　☎03‐3478‐1060

＃８０００
【受付時間】平日／19：00～翌朝９：00
　　　　　  土日・祝日／９：00～翌朝９：00
※　東京都内までの通話料が必要です。

子ども医療電話相談

介護保険料の還付金詐欺に注意！
　介護保険課の職員が、ＡＴＭへ行くよう案内
することはありません。不審な場合は、介護保
険課へお問い合わせください。

問介護保険課（☎0854‐83‐8063)

おおだっこ
（母子モ）

問子ども家庭支援課（☎0854‐83‐8152）

マイナンバーカード
休日・夜間窓口を開設
　マイナンバーカードの交付・申請・更新について、
次のとおり休日窓口の開設と平日の窓口延長をおこな
います。
　事前に市民課への予約が必要です。
休日窓口（日曜日）８：30～12：00
　令和６年12月８日　　令和７年１月26日　
平日窓口延長（月曜日）17：15～19：30
　令和６年12月16日　　令和７年１月20日
▽申請・交付場所：市役所本庁　市民課
※　支所ではおこないません。
※　現住所が温泉津町と仁摩町の人は、各支所でカード
を保管していますので、５日前までにご連絡ください。
▽取扱事務
　マイナンバーカードの交付・申請・更新事務のみ
※　住民票など各種証明書の交付事務はおこないません。
※　予約状況などにより変更する場合があります。
　　　　　　　　  　・問市民課（☎0854‐83‐8067）申

　市では、子育て支援アプリ「おおだっこ（母子モ）」
を配信しています。ぜひご活用ください。

◇できること◇
・妊娠中の健診記録やお子さんの成長記録・予防接
　種のスケジュール管理ができます。

・お子さんの写真、成長日記などをご家族で共有す
　ることができます。

・市から妊娠や子育て期を対象とした教室や地域の
　イベント情報が届きます。

・日本語のほか、英語、中国語、韓国語、ポルトガル
　語などの外国語（11か国語）にも対応しています。

・出産・育児に関するアドバイスの提供など、育児
　や仕事に忙しい家族を助けてくれる便利な機能が
　充実しています。

・費用は無料です。（ただし、端末を利用する際の
　Web通信料がかかります）

子育てアプリおおだっこ（母子モ）
　　　　妊娠、出産、育児をサポート

ぼ  し  も

防ごう！車輪脱落事故

　島根運輸支局からのお知らせです。
　11月から翌年３月まで、「車輪脱落事故」が多く
発生します。
　「車輪脱落事故」は一歩間違えば歩道を通行する
歩行者や自転車を巻き込み、死亡に至る事故となり
ます。「車輪脱落事故」を防ぐため、タイヤ交換は
次の注意点を必ず守って実施してください。

交換前：ホイール・ハブの当たり面、ボルト・ナッ
　　　　トに異物がないことを確認してください。
　　　　腐食したボルト・ナットは交換してくださ    
　　　　い。

交換時：ナットの締め付けは、対角線順に、数回に
　　　　分けて。最後の締め付けはトルクレンチを
　　　　使用し、自動車メーカーの定めるトルクで
　　　　締め付けてください。

交換後：タイヤ交換から50～100㎞走行後、トルク
　　　　レンチを使用して増し締めしてください。
　　　　また、日常点検を実施し、ナットの緩みが
　　　　ないか点検してください。

自動車の点検・整備

問中国運輸局島根運輸支局 
　　　　　　検査・整備・保安担当
　　　　　　　　　（☎0852‐37‐2138）
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ごみの持ち込み

12月不燃ごみの収集日

20

大田（橋北）
大田（橋南）
川合・久利
久手（鳥越含む）
鳥井・長久（新諸友含む）
静間・五十猛・大屋
富山・朝山・波根
大森・水上・祖式・大代
三瓶・山口（大田野城含む）
仁摩地区 
温泉津地区
▼不燃粗大ごみ　
久手（鳥越含む）
富山・朝山・波根

18
20
19
23
27
17
25
26
16
24
26

日日４
６
５
９
13
３
11
12
２
10
12

10日
５日

問環境政策課（☎0854‐83‐8069）

捨てる前に考えよう！
　　～正しく分別してごみを減らそう～

　市では、「循環型社会の構築」を目指し、「もったいない」を合言葉に３Ｒ
を推進しています。
　ごみの減量化をおこなうために、缶類や瓶類、ペットボトル、紙類、衣類、
プラスチック製容器包装の分別の徹底、生ごみの減量化の取り組みをお願い
します。
○一人ひとりの取り組みでごみを削減しましょう！
　　令和６年８月に収集した燃やせるごみ袋と不燃ごみ袋の中身の調査を
　おこないました。
　　ごみ袋の中には、次のような「資源物」がごみとして多く排出されてい
　ました。この資源物を適正に分別することでごみを削減しましょう。

燃やせるごみ袋の中身 不燃ごみ袋の中身

○生ごみは水切りをしましょう！
　　生ごみの約80％は水分です。生ごみを水切りするだけでも減量に効果が
　あります。
　　・野菜くずなどは、乾いた野菜くず入れを用意して水に濡らさない。
　　・茶がら、ティーバッグはしぼって乾かす。
　　・水切りネットを利用して捨てる前にしぼる。
○食品ロスを減らしましょう！
　　家庭では次のことに気をつけてムダをなくしましょう。
　　・買い物時の買いすぎに注意して、使う分、食べきれる量だけ買う。
　　・商品の手前取りを心がける。
　　・食材は、残っているものから使い、食べきれる量を作る。

　資源物の分別を徹底することによって、ごみ処理費用の削減だけではなく、
資源を繰り返し利用することにつながり、資源の節約にもなります。
　ごみを出す際のちょっとしたひと手間でごみの減量化とごみ袋代の軽減が
図れます。ご協力をお願いします。

①～④は資源物として出すことが
できるもの
⑤の不燃ごみは、燃やせるごみに
は入れないでください

①～③は全て水で洗えば資源物と
して出すことができるもの
③のプラスチック製容器包装は、
洗っても汚れが取れない場合は、
燃やせるごみへ

②缶　類

③プラスチック製
　容器包装

①瓶　類

②新聞
　紙類

①ペットボトル⑤不燃ごみ生ごみ・その他の
燃やせるごみ

④古布・衣類 ③プラスチック製容器包装
▼燃やせるごみ
大田可燃物中間処理施設（静間町）
▼不燃ごみ
大田市不燃物処分場（仁摩町宅野）
▼プラスチック製容器包装
大田容器包装リサイクルセンター
　　　　　（静間町／一般家庭のみ）
※　事業所は持ち込みできません。
▼資源物Ａ・Ｂ・Ｃグループ
大田リサイクルセンター
（大田町野城／休日・一般家庭のみ）
※　事業所は持ち込みできません。
※　平日は一般家庭の持ち込みもでき
ません。
【平日】（祝日・休日は除く）
一般家庭　９時～16時
事 業 所　９時～15時
【休日】　１日・15日　
一般家庭　８時30分～11時30分
※　事業所は休日に持ち込みできま
せん。
【年末開場日】12月30日㈪・31日㈫
※　年末は大変込み合いますので、
早めに持ち込んでください。
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問人権推進課（☎0854‐83‐8038）
６日㈮　９時～12時 市役所３階第２会議室

行政相談

20日㈮　10時～16時 おおだふれあい会館
石見法律相談センター相談会（要予約）

若者就労相談（要予約）
13日㈮　10時～12時 ハローワーク石見大田

　・問石見法律相談センター（☎0855‐22‐4514）
相談（40分以内）は原則無料。３回目の継続相談から有料。
申

　ハローワーク石見大田（☎0854‐82‐8609）
　サポートステーション出雲（☎0853‐31‐6663）
申
申

問人権推進課（☎0854‐83‐8038）
６日㈮　９時～12時 おおだふれあい会館

人権相談

13日㈮ 19時～20時30分

はぴこ交流サロン（無料の結婚相談会）
７日㈯ 10時～11時30分

大田まちづくりセンター

問大田はぴこ会事務局（☎080‐2940‐7266）
電話受付：平日10時～18時、第２金曜日10時～21時

　・問県央保健所健康増進課（☎0854‐84‐9823）申

申

申

12月の相談

21

生活相談

こころの健康相談（要予約）

難病相談

ふくし
よろず
相　談

月～金
９時～17時
専用電話
0854‐84‐7577

暮らしの困りごと、悩みご
とに関する総合的なサ
ポート
（電話・来所・訪問）

司法書士
相　　談

法律相談
（弁護士による
パソコン面談）

10日㈫ 
10時～12時
要予約・無料

市社会福祉協議会本所

市社会福祉協議会本所

しまね難病相談支援
センター（出雲市）
（☎0853‐24‐8510）

　・問市社会福祉協議会本所（☎0854‐82‐0091）

17日㈫ 13時30分～15時30分 県央保健所

エイズ・肝炎検査、骨髄バンク登録（要予約）

　・問県央保健所　医事・難病支援課（☎0854‐84‐9825）
３日㈫・17日㈫ ９時30分～11時 県央保健所

６日・13日・20日
（いずれも金）
10時～15時40分
要予約・原則無料。
３回目の継続相談
から有料。

移動ナースバンク

問島根県ナースセンター（☎0852‐27‐8510）
25日㈬ 13時30分～16時 ハローワーク石見大田

福祉職場相談会
25日㈬ 13時30分～15時30分
問島根県福祉人材センター石見分室（☎0855‐24‐9340）

月曜日～金曜日
８時30分～16時30分一般相談

就労相談
（要予約）

11日㈬　
13時30分～15時30分

年金相談（要予約）
10日㈫　10時～15時
26日㈭  10時～15時

市役所４階大講堂

交通事故相談（要予約）

　出雲年金事務所お客様相談室（☎0853‐24‐0045）
問市民課（保険年金係）（☎0854‐83‐8154）
※　ご予約は出雲年金事務所お客様相談室まで

申

　島根県交通事故相談所（松江市）（☎0852‐22‐5102）
問危機管理課（☎0854‐83‐8009）

３日㈫　９時～15時 市役所２階第２会議室
申

　市役所本庁の税務課収納管理係で市税・国民健康保険
料・後期高齢者医療保険料の納付や相談を受け付けます。
★夜間納付・相談窓口（17時15分～20時）
　11月27日㈬、28日㈭、29日㈮
  12月25日㈬、26日㈭、27日㈮
★休日納付・相談窓口（10時～14時）
　12月15日㈰

  問税務課収納管理係（☎0854‐83‐8026）

納期限および口座振替日
固定資産税

国民健康保険料
後期高齢者医療保険料

１月６日
３期
６期
６期

12月２日
－

５期
５期

期限内に納付をお願いします税・保険料
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瑞風到着を歓迎する地域の皆さん 石見銀山に向けて出発する専用バス

市ホームページ
「市長の日記」に
詳しく掲載しています

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
が
運
行
す
る
豪
華

寝
台
列
車
「
Ｔ
Ｗ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ 

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
瑞
風
」
が
、
10

月
７
日
か
ら
、
山
陰
上
り
コ
ー
ス

の
新
た
な
立
ち
寄
り
観
光
地
と
し

て
、
石
見
銀
山
エ
リ
ア
へ
の
訪
問

を
開
始
し
ま
し
た
。

　
下
関
駅
を
出
発
し
た
瑞
風
が
、

14
時
26
分
、
温
泉
津
駅
の
ホ
ー
ム

に
入
っ
て
く
る
と
、
待
ち
構
え
た

約
１
０
０
人
の
地
域
住
民
の
皆
さ

ん
が「
歓
迎 

Ｔ
Ｗ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ 

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
瑞
風
」
と
書
か

れ
た
横
断
幕
を
大
き
く
掲
げ
、
小

旗
や
手
を
振
る
な
ど
し
て「
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
せ
！
」
と
喜
び
の
表
情

で
出
迎
え
ま
し
た
。駅
舎
前
で
は
、

『
大
田
市
小
唄
保
存
会
』
に
よ
る

民
踊
が
披
露
さ
れ
、
温
泉
津
駅
に

降
り
立
っ
た
30
人
の
乗
客
の
皆
さ

ん
は
温
か
く
も
熱
烈
な
歓
迎
に
笑

み
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。

　
２
０
１
７
年
６
月
の
瑞
風
運
行

開
始
以
来
、Ｊ
Ｒ
温
泉
津
駅
で
は
、

列
車
の
行
き
違
い
で
数
分
間
停
車

す
る
間
、
旗
振
り
な
ど
の
歓
迎
が

お
こ
な
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

活
動
を
け
ん
引
し
て
き
た
、
温
泉

津
温
泉
薬
師
湯
の
内
藤
代
表
は

「
本
当
に
感
無
量
。
お
客
様
が
瑞

風
か
ら
降
り
ら
れ
る
の
を
見
て
、

胸
に
迫
る
も
の
が
あ
っ
た
」
と
話

し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
乗
客
の
皆
さ
ん
は
専

用
バ
ス
に
乗
り
換
え
、
石
見
銀
山

（
大
森
町
）
に
向
か
い『
国
指
定
重

要
文
化
財 

熊
谷
家
住
宅
』の
内
覧

や
町
並
み
の
散
策
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。
観
光
後
は
Ｊ
Ｒ
温
泉
津
駅

に
戻
り
、
17
時
26
分
に
出
雲
方
面

に
向
か
っ
て
出
発
し
ま
し
た
。

　
こ
の
瑞
風
運
行
が
観
光
振
興
に

つ
な
が
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
行

政
が
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
む

「
共
創
」に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
寄

与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 ＪＲ温泉津駅に到着した瑞風ＪＲ温泉津駅に到着した瑞風ＪＲ温泉津駅に到着した瑞風ＪＲ温泉津駅に到着した瑞風

小旗を振って瑞風を出迎えた温泉津保育所の園児たち小旗を振って瑞風を出迎えた温泉津保育所の園児たち小旗を振って瑞風を出迎えた温泉津保育所の園児たち小旗を振って瑞風を出迎えた温泉津保育所の園児たち


